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ＩＤ（Instructional Design） 
とはなにか 

● ・インストラクショナルデザイン（ＩＤ）［Instructional 
Design］とは、研修の効果と効率と魅力を高めるための
システム的なアプローチに関する方法論であり、研修
が受講者と所属組織のニーズを満たすことを目指した
ものである。研修が何のために行われるものかを確認
し、何が達成されれば「効果的な研修」といえるかを明
確にする。受講者の特徴や与えられた研修環境やリソ
ースの中で最も効果的で魅力的な研修方法を選択し、
実行・評価する。研修の効果を職場に戻ってからの行
動変容も含めて捉え、研修方法の改善に資する。この
一連のＩＤプロセスを効率よく実施するためのノウハウ
がＩＤ技法として集大成されている。 

●[出典：鈴木克明（2004）「序章 教育工学者がみたｅラーニング」 鈴木克明（編著）『詳説インストラクショナルデザイン：ｅラ
ーニングファンダメンタル』 NPO法人日本イーラーニングコンソーシアムp.0-10] 
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ARCSモデル 

 
 

 

ＩＤ（Instructional Design） 
にもいろいろあります・・・ 

9教授事象 

ＩＤ第一原理 

ゴールベースシナリオ 

ズームレンズモデル 

STAR遺産モデル 

教授トランザクション理論 

形成的評価 

学習階層分析 

ADDIEモデル 

ラピッドプロトタイピング ニーズ分析 



 ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 4 

大学院社会文化科学研究科 

教授システム学専攻 

 

ＩＤのプロセス＝ADDIEモデル  

 

分析
Analyze

設計
Design

開発
Develop

実施
Implement

評価
Evaluate

改善
Revise

改善
Revise

改善
Revise

改善
Revise

PLAN DO 

SEE 
（Check & Action) 

 

 
 

自己評価と
改善 

 

PLAN 

DO SEE 

 

PLAN 

DO SEE 

 

PLAN 

DO SEE 

 

 

学習目標を決める 実施方法を決める 

評価方法を決める 

出典：鈴木･岩崎（監訳）（2007）（ガニェ他著）「インストラクショナルデザインの原理」北大路書房 p.25 
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ＩＤプロセス（手順） 

 
分析 設計 

評価 実施 

開発    

 

フィードバック 

 

ＩＤプロセスを下支えするＩＤ理論 

ＩＤ理論・モデル 

学習理論（心理学） コミュニケーション学 

メディア技術 情報学 

どう学ばせるか（効果・効率・魅力） 

学習支援方法・環境の要件定義 

知識構築・動機づけのメカニズム 情報伝達・関係構築のメカニズム 
出典：鈴木克明（２００４）「インストラクショナルデザインの本音」 
    日本イーラーニングコンソシアム2004年度通常総会資料 



代表的なIDモデル（1970-80年代） 

• ＡＲＣＳ動機づけモデル（John M. Keller） 
– 心理学研究などに基づいて、学習意欲停滞の原

因を４つの要因に分類し、原因に応じた動機づけ
のための作戦を必要な分だけ織り込んでいくため
のモデル。面白そうだな（注意：Attention）、やりが
いがありそうだな（関連性：Relevance）、やればで
きそうだな（自信：Confidence）、やってよかったな
（満足感：Satisfaction）の頭文字をとってＡＲＣＳモ
デルと命名された。 

• 9教授事象（Robert M. Gagne） 
– 学習支援のための働きかけを、認知心理学（情報

処理モデル）をベースに9種類にまとめたモデル。
導入ー情報提示ー学習活動―まとめで何をやる
べきか、なぜそれが効果的かを説明。 



IDプロセスプロセスプロセスプロセス    
モデルモデルモデルモデル誕生誕生誕生誕生    

プログラムプログラムプログラムプログラム学習学習学習学習    
行動目標行動目標行動目標行動目標    
学習者検証学習者検証学習者検証学習者検証のののの原理原理原理原理    
                                基準準拠評価基準準拠評価基準準拠評価基準準拠評価    
                                形成的評価形成的評価形成的評価形成的評価    
                                                    

行動主義心理学 

IDの歴史的変遷 
（鈴木、2006、p.92） 

1950   1960   1970   1980   1990   2000   2010 

鈴
木
の
留
学
時
代 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

グリーンブック 
第1巻発刊 

第２巻 
発刊 

パフォーマンステクノロジーパフォーマンステクノロジーパフォーマンステクノロジーパフォーマンステクノロジー    
                    （（（（学習学習学習学習からからからから応用応用応用応用へへへへ））））    
教育以外教育以外教育以外教育以外のののの選択肢選択肢選択肢選択肢    
KMS（（（（知識管理知識管理知識管理知識管理システムシステムシステムシステム））））    
EPSS （（（（業務遂行支援業務遂行支援業務遂行支援業務遂行支援システムシステムシステムシステム））））    
遠隔教育遠隔教育遠隔教育遠隔教育        eラーニングラーニングラーニングラーニング    
ラピッド・プロトタイピングラピッド・プロトタイピングラピッド・プロトタイピングラピッド・プロトタイピング    

第３巻 
発刊？ 

GBS理論理論理論理論    

誕生誕生誕生誕生    
ARCSモデルモデルモデルモデル    

誕生誕生誕生誕生    

9教授事象教授事象教授事象教授事象    

誕生誕生誕生誕生    

認知主義心理学 
構成主義心理学 

4段階評価段階評価段階評価段階評価    
モデルモデルモデルモデル誕生誕生誕生誕生    

システムシステムシステムシステム的的的的アプローチアプローチアプローチアプローチ    

  
鈴木克明（2006）「システム的アプローチと学習心理学に基づくID （第
６章）」 野嶋 栄一郎・鈴木克明・吉田文（編著）『人間情報科学と eラー
ニング』放送大学教育振興会 



 ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 8 

大学院社会文化科学研究科 

教授システム学専攻 

 

Evaluate 

評価評価評価評価    

Implement 

実施実施実施実施    

Develop 

開発開発開発開発    
Review 

レビューレビューレビューレビュー    

 

Design 

設計設計設計設計    

Prototype 

プロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプ    

2006連続接近法 
（Allen, 2006, p. 73） 
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Allen, M.W. (2006) Michael Allen’s e-Learning Library: Creating Successful E-
Learning : A Rapid System For Getting It Right First Time, Every Time. Pfeiffer  

Background 

背景背景背景背景    
Review 

レビューレビューレビューレビュー    
Develop 

開発開発開発開発    

Implement 

実施実施実施実施    

Evaluate 

評価評価評価評価    

 
 

 

情報収集 

Savvy Start 

抜け目ない 
スタート 

プロジェクト 
計画 

追加設計 
Design Proof 

校正版 α版 
Gold 

完成版 
β版 

Prototype 

プロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプ    

Prototype 

プロトタイプ   
   

Design 

設計設計設計設計    

Design 

設計設計設計設計    

    

Review 

レビューレビューレビューレビュー 
Develop 

開発開発開発開発     

     
Implement 

実施実施実施実施    

Evaluate 

評価評価評価評価      

準備 繰り返し設計 繰り返し開発 
Preparation Iterative Design Iterative Development 

Successive Approximation 
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鈴木克明・根本淳子（2005.12.1）講演「セッション２：コースコンテンツの指導方略」 ，ｅ
ラーニングフォーラム2005WINTER，eLearning Conference 2005 Winter，青山学院
大学、配布資料 

 
コース 

コンテンツ 
設計書 

コース 
コンテンツ 

設計書 

成人学習 成人学習 

構造化 

系列化 

学習目標 学習目標 

情報提示 情報提示 アクティビティ アクティビティ 評価 評価 ＋＋＋＋    ＋＋＋＋     

学習環境 学習環境 

メディア 

サポート 

学習者 学習者 

特徴 

入口 

出口 
 

 
明確化 

特徴(領域) 

①①①①    

②②②②    

③③③③    

④④④④    

⑤⑤⑤⑤    

方略 

構造 

環境 

 
 

どう表現してもやることは変わらないでしょう 

IDの視点とその関係図 

どう表現しても 
やることは 

変わらないでしょう 



• 理解理解理解理解へのへのへのへの多面的多面的多面的多面的アプローチアプローチアプローチアプローチ：：：：Howard E. Gardner    
• 理解理解理解理解のためののためののためののための教授教授教授教授とととと学習学習学習学習（ＴｆＵ）（ＴｆＵ）（ＴｆＵ）（ＴｆＵ） ：：：： David Perkins & Chris Unger    
• 開放的学習環境開放的学習環境開放的学習環境開放的学習環境（ＯＬＥ）（ＯＬＥ）（ＯＬＥ）（ＯＬＥ） ：：：： Michael Hannafinらららら    
• ＳＯＩ（ＳＯＩ（ＳＯＩ（ＳＯＩ（選択選択選択選択・・・・組織化組織化組織化組織化・・・・統合化統合化統合化統合化））））モデルモデルモデルモデル：：：： Richard E. Mayer    
• ＧＢＳ（ＧＢＳ（ＧＢＳ（ＧＢＳ（Goal-Based Scenario））））モデルモデルモデルモデル：：：： Roger C. Schankらららら    
• ＳＴＡＲＳＴＡＲＳＴＡＲＳＴＡＲ遺産遺産遺産遺産モデルモデルモデルモデル：：：： Daniel Schwarts, John D. Bransfordらららら    
• ＣＬＥ（ＣＬＥ（ＣＬＥ（ＣＬＥ（Constructivist Learning Environments））））モデルモデルモデルモデル：：：： David Jonassen    
• ＣＰＳＣＰＳＣＰＳＣＰＳ (Collaborative Problem Solving)モデルモデルモデルモデル：：：： Laurie M. Nelson    
• 学習学習学習学習コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ形成論形成論形成論形成論：：：： Allan Collinsらららら    
• ＳＲＬ（ＳＲＬ（ＳＲＬ（ＳＲＬ（教師教師教師教師のためののためののためののための自己制御学習設計論自己制御学習設計論自己制御学習設計論自己制御学習設計論））））・・・・協同的革新協同的革新協同的革新協同的革新(Collaborative 

Innovation)モデルモデルモデルモデル：：：： Lyn Corno & Judi Randi    
• 学習障害者支援設計学習障害者支援設計学習障害者支援設計学習障害者支援設計（ＨＯＴＳ）（ＨＯＴＳ）（ＨＯＴＳ）（ＨＯＴＳ） ：：：： Stanley Pogrow    
• ランダランダランダランダ方式方式方式方式(Landamatics) ：：：： Lev N. Landa    
• 統合的統合的統合的統合的テーマテーマテーマテーマ学習学習学習学習：：：： Susan J. Kovalikらららら    
• 教授教授教授教授トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション理論理論理論理論（ＩＴＴ）（ＩＴＴ）（ＩＴＴ）（ＩＴＴ） ：：：： M. David Merrill    
• 精緻化理論精緻化理論精緻化理論精緻化理論（（（（Elaboration Theory）））） ：：：： Charles. M. Reigeluth    

鈴木克明（2005）「〔解説〕教育・学習のモデルとICT利用の展望：教授設計理論の視座から」
『教育システム情報学会誌』22巻1号、42-53.  

（Reigeluth, 1999）（認知領域のみ；掲載順） 

第2巻に収録されているＩＤ理論一覧 

多数多数多数多数あるがどれをあるがどれをあるがどれをあるがどれを選選選選んだらんだらんだらんだら
いいのいいのいいのいいの？？？？    

共通点共通点共通点共通点はないのはないのはないのはないの？？？？    



Ｍ．Ｄ．メリルの 
ＩＤ第一原理 

（5つ星の条件） 
 

 

 実際社会にある課題 

例示  適用・応用 

 統合  活性化 

１）課題 現実に起こりそうな課題に挑戦する 

２）活性化 すでに知っている知識を動員する 

３）例示 例示がある（Tell meでなくShow me) 

４）応用 応用するチャンスがある（Let me) 

５）統合 現場で活用し、振り返るチャンスがある 

最近提案最近提案最近提案最近提案されているされているされているされているID理論理論理論理論のののの    

共通点共通点共通点共通点はこのはこのはこのはこの５５５５つだつだつだつだ！！！！    
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シャンク教授からの
メッセージ 

● オンライン大学が答えだ 

− 彼らは年間を通じて本当に勉強し、課題をこなした。
学校へ行くフリをしていたんじゃない。私が思うに、こ
の新しいモデルは長期的には勝利を収めるだろう。  

− 今でも教授達が壇上に立って「レクチャー」をしてい
る−−−その風習は1500年代には意味のあることだ
ったが、それをいまだにやっているという事実はほと
んど狂気の沙汰だ。  
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失敗失敗失敗失敗からからからから学学学学ばせるばせるばせるばせるGBSGBSGBSGBS理論準拠理論準拠理論準拠理論準拠
ののののeeeeラーニングラーニングラーニングラーニング 

● 地域との協力関係構築：エバンスベイで地域集会を持つ 
● EPA(米国環境保護局）職員研修用のコミュニケーション技法を

扱ったシミュレーション教材（シャンク率いるノースウエスタン大
学学習科学研究所デザインチームの代表作） 

● 物語：EPA調整官としてPCB処理問題で紛糾している仮想コミュ
ニティ「エバンスベイ」に赴任したユーザは、最初の地域集会（ス
クリーンショット参照）が今夜開催される予定になっていることを
知る。上司は他の案件で出られないので、EPAを代表して出席
することが任務として課される。自室に着いた瞬間にPCB汚染を
引き起こした会社の広報官が「話がしたい」と訪ねてくる場面で、
「会う」か「断る」かの選択を迫られる。「断る」選択をして地域集
会に行くと、広報官が最前列に座って待ち構えている・・・ 

 



地域との協力関係構築： 
エバンスベイで地域集会を持つ 

 ● 教材の形式： 

● 現実に起こりそうな場面で常に
選択を迫られる（画面左にここ
では4つの選択肢が表示されて
いる）。一つを選ぶと、それを「
実行」するか「検討」するかのオ
プションがあり、「検討」を選ぶ
とその選択肢の長所と短所がリ
ストされ、関連情報（主として協
力関係構築の手順モデルと関
係者の経験に基づく証言ビデ
オ）へのリンクが表示される。「
実行」を選ぶと、シミュレーショ
ンが分岐的に進み、そのあと「
何が起きたか」の説明と関連情
報へのリンクで一度進行が中
断し、その後に続きの物語が展
開する。 

 

 

 

エバンスベイ
地域集会 

（EPA調整官
の視点） 

 
 

 
エバンスベイ域集会 
  協力関係構築の諸課題リンク 
 

 

意思決定・調査で参照可能な豊富な情報       450以上の経験談ビデオ 
                               （経験知の共有が最も歓迎される要素になった） 
Source: The Institute for the Learning Sciences, Northwestern University (1998). Community partnering for environmental results: a learning-by-doing 

approach to building public outreach skills (Scenario 1: Evans Bay) (ver.1).  U.S. Environmental Protection Agency 
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ＧＢＳからＳＣＣ＊への転換： 
作らないeラーニングでスケーラビリティを確保 
＊ＳＣＣ=Story-Centered Curriculum（物語中心カリキュラム）の略 

 

設計指針：作らないことでGBSの精神を踏襲しながらスケーラビリ
ティを確保する 

→コンピュータ上の仮想シミュレーションを現実世界に移す（動的コ
ンテンツを作らない） 

→フィードバックをコンピュータ内実装からメンター（人間）に移す 
→学習者に既存のツールや資料を使わせる（リンク集と既存の教

科書） 
→学習者にチームで作業をさせる（チームビルディングも学習目標

の一つ） 
→パターン化したテンプレートを準備して、中身を流し込む（静的

HTMLが基本） 
● 開発コストを下げるかわりに実施コストが上昇することに留意が

必要 
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大学院社会文化科学研究科 

教授システム学専攻 

開発例：ソフトウェア技術者（ＳＥ）コース 
（カーネギーメロン大学西校大学院修士課程） 

● ２教授が副社長役（エンジニアリング担当＋マーケティング担当）
になり、提案を作成・提出させる。マーケティング担当副社長は常
に多すぎる要求を出し、最初の段階ではそれをすべてやろうとし
て失敗させる。SEには納期を守るために機能を限定させるネゴシ
エーションが大切なことを失敗から学ばせる。 

● プロセスの大切さやドキュメンテーションは手数がかかるが準備し
て同意しておく必要があることを学ばせる。最初から手順がある
からそれに従うのではなく、なぜその手順が必要かを納得できる
ように仕組んでいる。 

● 駄目でもクビになるわけでないので、安心して失敗させられる。そ
こから学ばせて次にはその失敗から得られた知識で同じ失敗を犯
さないようにする。同期型セッションでプレゼンさせたり、電話でイ
ンタビューさせたりする。 

 



 

 

開発例：ソフトウェア技術者（ＳＥ）コース 
（カーネギーメロン大学西校大学院修士課程） 

左フレーム：コース名を列挙。コースは１学期に１つずつ（15週間）。６学期分で６コースが準備
されている。コースを選択すると、タスクのリストが表示される（４－９個のタスク：大小組み合
わせて15週間分を構成）。 
右フレーム：３つのタブを共通に配置（タスク・情報・提出：後に4つ目の省察を追加）。印刷す
ることを前提に別書式を準備。JAVAを動かす傍らで、チェックしながら進められるように配慮。
Webサイトを見ている時間よりもソフトウェアを動かしている時間が占める割合が多い。 



ｅｅｅｅラーニングラーニングラーニングラーニング専門家専門家専門家専門家ををををｅｅｅｅラーニングでラーニングでラーニングでラーニングで養成養成養成養成
するするするする日本初日本初日本初日本初のののの大学院大学院大学院大学院（（（（2006200620062006年年年年4444月開設月開設月開設月開設））））    

ID: Instructional 
   Design 

教育の効果・効率・
魅力を高めるための
方法論インストラクシ
ョナル･デザイン 
 

IT: Information 
   Technology 

ｅラーニングに不可
欠な情報通信技術 
 

IP: Intellectual 
   Property 

著作権などコースを
開発・流通する上で
重要な知的財産権 
 

IM: Instructional 
   Management 

教育活動、教育ビジ
ネスや開発プロジェ
クトのマネジメント 

[2頁の＜本専攻の課程＞] 



オンライン授業例 

本専攻のｅラーニングコンテンツ 



国際産学共同開発による 
「ストーリー型カリキュラム」 

�先進性を更に進めるカリキュラム
改革 

�複数科目共通の実践的応用場面
のシナリオを作成 
� 並行履修する複数科目をシナリオに関連

付け  ⇒ 統合的な教育課程を導入 

� ストーリー例：ある企業で集合型研修の
一部をｅラーニングに置換する場面 

� カーネギーメロン大学で効果は実証済 

� 我が国最初の試み 

�国際産学協同開発 
[10頁の1)] 

 

実践的実践的実践的実践的    
応用場面応用場面応用場面応用場面のののの    

シナリオシナリオシナリオシナリオ    

科目A 科目B 
ストーリー型 

（高い実践力） 

 

科目A 科目B 
従来型 

（並行履修） 

国際産学協同開発 

[3頁] 


